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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月10日(2015.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　試料に対する分析や計測により収集されたデータに基づいて作成されるグラフをそれぞ
れ一つのウインドウ内に配置し、そのウインドウを表示画面上に複数表示する処理を行う
グラフ表示処理装置において、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)操作者が表示画面上で整列表示の様式を定めるべく操作するための整列表示様式指定
手段と、
　d)前記初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と前記整列表
示様式指定手段により指定された整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表
示サイズ及び表示位置情報を計算する整列後表示情報算出手段と、
　e)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えることを特徴とするグラフ表示処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　試料に対する分析や計測により収集されたデータに基づいて作成されるグラフをそれぞ
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れ一つのウインドウ内に配置し、特定の整列表示様式に従ってそれらのウインドウを表示
画面上に複数表示する処理を行うグラフ表示処理装置において、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)該初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と、予め定めら
れた整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表示サイズ及び表示位置情報を
計算する整列後表示情報算出手段と、
　d)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えることを特徴とするグラフ表示処理装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　試料に対する分析や計測により収集されたデータに基づいて作成されるグラフをそれぞ
れ一つのウインドウ内に配置し、そのウインドウを表示画面上に複数表示する処理を行う
グラフ表示処理装置において、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウの全てについて、各ウインドウに
予め付与されている、ウインドウ内に配置されたグラフの種別及び該グラフの由来を示す
情報を少なくとも含むウインドウ属性情報を収集し、収集した複数のウインドウに対応す
るウインドウ属性情報に基づいて整列表示様式を決定する整列表示様式決定手段と、
　d)前記初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と前記整列表
示様式決定手段により決定された整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表
示サイズ及び表示位置情報を計算する整列後表示情報算出手段と、
　e)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えることを特徴とするグラフ表示処理装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　上述したような分析装置により得られた分析結果を解析したり複数の試料に対する分析
結果同士を比較したりする際に、分析担当者は、スペクトルやクロマトグラムなどの様々
なグラフを適宜取捨選択した上で画面上に表示させ、それらグラフ上で目的とする個所の
波形を子細に観察したり複数の波形形状等の比較を行ったりする。こうした解析作業が円
滑に行えるように、従来の分析装置では、クロマトグラムやマススペクトルなどのグラフ
がそれぞれ配置されたウインドウをモニタ画面上に複数表示できるようにし、各ウインド
ウのサイズや位置を分析担当者が適宜に調整することにより、比較対照等の作業が容易に
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行えるようにしている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記課題を解決するために成された本発明の第１の態様は、試料に対する分析や計測に
より収集されたデータに基づいて作成されるグラフをそれぞれ一つのウインドウ内に配置
し、そのウインドウを表示画面上に複数表示する処理を行うグラフ表示処理装置において
、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)操作者が表示画面上で整列表示の様式を定めるべく操作するための整列表示様式指定
手段と、
　d)前記初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と前記整列表
示様式指定手段により指定された整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表
示サイズ及び表示位置情報を計算する整列後表示情報算出手段と、
　e)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えることを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　そこで、上記課題を解決するために成された本発明の第２の態様であるグラフ表示処理
装置は、試料に対する分析や計測により収集されたデータに基づいて作成されるグラフを
それぞれ一つのウインドウ内に配置し、特定の整列表示様式に従ってそれらのウインドウ
を表示画面上に複数表示する処理を行うグラフ表示処理装置において、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)該初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と、予め定めら
れた整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表示サイズ及び表示位置情報を
計算する整列後表示情報算出手段と、
　d)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えるものとすることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３１】
　そこで、上記課題を解決するために成された本発明の第３の態様であるグラフ表示処理
装置は、試料に対する分析や計測により収集されたデータに基づいて作成されるグラフを
それぞれ一つのウインドウ内に配置し、そのウインドウを表示画面上に複数表示する処理
を行うグラフ表示処理装置において、
　a)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウのそれぞれを、操作者の操作に応
じて任意の位置に移動させるための初期位置指定手段と、
　b)該初期位置指定手段による移動後の複数の前記ウインドウの位置情報を初期位置情報
として取得する初期位置情報取得手段と、
　c)表示画面上に表示されている複数の前記ウインドウの全てについて、各ウインドウに
予め付与されている、ウインドウ内に配置されたグラフの種別及び該グラフの由来を示す
情報を少なくとも含むウインドウ属性情報を収集し、収集した複数のウインドウに対応す
るウインドウ属性情報に基づいて整列表示様式を決定する整列表示様式決定手段と、
　d)前記初期位置情報取得手段により得られた各ウインドウの初期位置情報と前記整列表
示様式決定手段により決定された整列表示様式とに基づいて、整列後の各ウインドウの表
示サイズ及び表示位置情報を計算する整列後表示情報算出手段と、
　e)該整列後表示情報算出手段により算出された表示サイズに従って各ウインドウを拡大
又は縮小するとともに、その拡大又は縮小されたウインドウを、同じく整列後表示情報算
出手段により算出された整列後表示位置情報に従って整列表示する整列表示処理手段と、
　を備えることを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　具体的には、矩形状である一つのウインドウのいずれかのコーナー部の点を位置座標取
得点として整列前位置初期値を求めればよい。例えば図３の例では、各ウインドウ１０１
～１０３の左上コーナー部の点（図３（ｂ）において○印で示した位置）を位置座標取得
点としており、ポインティングデバイスを用いて各ウインドウ１０１～１０３をそれぞれ
図３（ｂ）に示すような位置に移動させたとすると、表示画面上における各ウインドウ１
０１～１０３の左上コーナー部の位置座標（アドレス）から、整列前位置初期値として座
標（Ｘ［ｓ］, Ｙ［ｓ］）（ただしｓ＝０、１、２）が得られる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　続いて整列表示情報算出部５３は、指定された整列指定様式及びサイズ特定情報、並び
にステップＳ３で算出された各ウインドウの整列前位置初期値に基づいて、各ウインドウ
の整列表示情報を算定する（ステップＳ６）。具体的には、整列表示情報はウインドウ毎
の表示サイズと表示位置座標とを含み、整列表示情報算出部５３は、整列表示様式及びサ
イズ特定情報と表示対象であるウインドウの数とに応じて一つのウインドウの表示サイズ
（幅及び高さ）を定める。さらに、各ウインドウの整列前位置初期値に基づいてウインド
ウ同士の相対的な位置関係を定め、この位置関係と各ウインドウの表示サイズとから、各
ウインドウの表示位置を決定する。この表示位置とは、整列表示後の各ウインドウの位置
座標取得点の位置座標である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　整列表示情報算出部５３における整列表示情報、つまり表示サイズ及び表示位置の算出
例を説明する。いま、ステップＳ１におけるサイズ調整後の主表示枠１００の幅がＤＸ、
高さがＤＹであるとする。また、図３（ｂ）に示すように３個のウインドウ１０１～１０
３の整列前位置初期値（Ｘ［ｓ］, Ｙ［ｓ］）（ただしｓ＝０、１、２）が与えられ、整
列表示様式指示受付部５２により、整列表示様式指定ダイアログ１１０上の「縦方向に並
べる」整列様式が選択指示された場合を考える。整列表示情報算出部５３はまず、整列後
の一つのウインドウの表示サイズ（幅ＷＸ、高さＷＹ）を次のように計算する。
　　ＷＸ＝ＤＸ
　　ＷＹ＝ＤＹ／３
　即ち、単純に縦方向一列に整列させる場合には、主表示枠１００の高さをウインドウ数
で除した結果が一つのウインドウの高さ（ＷＹ）となり、主表示枠１００の幅がそのまま
各ウインドウの幅（ＷＸ）となる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　即ち、縦方向の表示順は、３個のウインドウ１０１～１０３の整列前位置初期座標（Ｘ
［ｓ］，Ｙ［ｓ］）（ただしｓ＝０、１、２）のＹ［ｓ］の値が小さい順にソートするこ
とによって定めることができる。この例では、Ｙ［０］＜Ｙ［２］＜Ｙ［１］であるから
（ただし、主表示枠１００の左上コーナー部をＹ軸座標の原点とする）、３個のウインド
ウ１０１～１０３の表示順は、上からＷｉｎｄｏｗ［０］，　Ｗｉｎｄｏｗ［２］，　Ｗ
ｉｎｄｏｗ［１］となる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　整列対象のウインドウ数Ｍ×Ｎ＝Ｓmax個のウインドウの表示順番は、例えば次のよう
な手順で決めることができる。
　いま、Ｗｉｎｄｏｗ［ｓ］（ただしｓ＝０、１、２、…、Ｓmax－１）の整列前位置初
期座標を（Ｘ［ｓ］，Ｙ［ｓ］）、整列表示エリアＡｒｅａ［ｍ］［ｎ］（ただしｍ＝０
、１、２、…、Ｍ－１、ｎ＝０、１、２、…、Ｎ－１）に対する縦方向、横方向の表示順
番を（ｍ［ｓ］，ｎ［ｓ］）とする。ここで、ｍ［ｓ］，ｎ［ｓ］は整数であり、また、
//は整数同士の除算結果の商たる整数を表すものとする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　上記例では、いずれも主表示枠１００内に配置されるウインドウのサイズを等しくして
いる。つまり、ステップＳ５で設定されるサイズ特定情報が実質的にない（デフォルトで
ある）場合の表示例である。これに対し、表示されるウインドウのサイズが異なるものと
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なるように、サイズ特定情報が指定された場合の整列表示例について図７を参照して説明
する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　図１０に示したように、第２実施例のシステムは第１実施例のシステムにない構成要素
として、整列配置対象である各ウインドウに付与された上記ウインドウ属性情報を収集す
るウインドウ属性情報収集部５５を備える。また、整列表示情報算出部５３は、整列前位
置初期値などとともにウインドウ属性情報収集部５５により収集されたウインドウ属性情
報を利用して整列表示情報を算出する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　［Ａ］情報種別ＩＤをＸ方向（横軸方向）にソートし、データ種別ＩＤをＹ方向（縦軸
方向）にソートする場合
　初期位置評価値ΔＡを次式にて計算する。
【数１】

　但し、ＸＤｉｆｆ（ｉｎｆｏ）は情報種別ＩＤを持つウインドウＷｉｎｄｏｗ［ｉ］中
のＸ［ｉ］最大値とＸ［ｉ］最小値との差、ＹＤｉｆｆ（Ｄａｔａ）はデータ種別ＩＤを
持つウインドウＷｉｎｄｏｗ［ｉ］中のＹ［ｉ］最大値とＹ［ｉ］最小値との差である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
１…ＬＣ部
２…ＭＳ部
３…データ処理部
３１…グラフ作成部
４…測定データ記憶部
５…表示制御部
５１…整列前初期位置指示受付部
５２…整列表示様式指示受付部
５３…整列表示情報算出部
５４…整列実行処理部
５５…ウインドウ属性情報収集部
６…入力部
７…表示部
１００…主表示枠
１０１～１０３…ウインドウ
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１１０…整列表示様式指定ダイアログ
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